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	　開会あいさつ
　前回の議事録の確認をお願いします。

　訂正や誤りなどはございませんか。

　
　私が質問したのを載せていただいていましたね。

　両親をなくした子どもの件。あれ、載せていいですか。

　はい、議事録にその件について載せておりますが、名前とか学年とかそういったものは出しておりませんし、新聞等でそうことがあったことは、既に報道されておりましたので、大丈夫であろうと判断いたしました。
　はい、それであれば結構です。
　他にございませんか。
　なければ、後程、署名をお願いいたします。
　次に教育長の報告をお願いいたします。
　二点、お話をします。
　一点は、今委員長からお話がありましたように、川開き観光祭の音楽大パレードは、全体で約1,500名の人数、子どもたちでは1,400名で行われました。朝、雨が降りそうだと心配だったのですが、始まるちょっと前ぐらいから、暑いといいますか、有難いことに真夏のように良い天気になりまして、子どもたちはあの暑さの中で、本当によくがんばったと思っています。今年のテーマは、東日本の震災がありましたので、その復興を願ってみんなの元気を届けようということで、スタッフは「がんばれ日本」ですか、シールを服に貼りまして、前の方の横断幕には、「がんばれ日本」のメッセージをつけて、開催元としては行いました。各学校、例えば光岡はワッペンを付けたり、咸宜、日隈、桂林はメッセージの入ったリボンを付けたり、昭和学園はシャツを着て元気を届けることで、気持ちを新たにしたのではないかと思います。有難いことに途中で倒れるといったお子さんはおりませんでした。
　それから有田だったと思います。車椅子のお子さんも最後まで、全部歩くわけにはいきませんでしたけれども、始めと終わりだけは歩いて、後は車椅子で参加できました。
　今年は親御さんのぞろぞろついて歩く人が毎年いたのですが、今年はかなり少なかったと思います。だいぶ親御さんたちも節度を守ってくれたかなと思います。
　やはり子どもたちは、あの暑さの中を演奏し終わると、ひとつの山に登ったような自信のようなものが生まれるのではないかなと、あれで随分上級生としての意識ができてくると思います。
　それから一昨日、日田高のお子さんが大変残念な、亡くなるという事故がございました。先生方が大変良い対応をしておりまして、すぐ生徒説明会、それから保護者説明会を開く中で、校長先生も非常に事実は事実のままお伝えいたし、対応はいたしますときちんとお話をされたようでございます。親としては大変な衝撃でしょうけども、収まっていただけるとありがたいと思います。

　その二点が報告事項です。
　ただいまの教育長からの報告について、ご意見などございませんか。
（ありませんと言う声あり）

　ありませんか。それでは議事に入ります。　

　第56号議案、平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、教育総務課お願いします。
　今度の６月定例市議会、６月６日に開会の予定でございます。そちらの方に提案させていただきます補正予算の内容でございます。
　別冊資料の方をお願いいたします。こちらの２ページです。補正前の額が41億9千15万円。補正額が2千5百39万5千円。補正後の金額で42億1千5百54万5千円になっております。
　事業といたしましては、上中津江地区小中学校校舎等新増改築・改修工事事業、大分県元気っ子体力パワーアップ事業、道徳教育総合支援事業の３事業でございます。
　詳細につきましては、松岡主幹よりご説明させていただきます。
　詳細につきまして、私から別冊資料の３ページ、４ページを使ってご説明いたします。
　まず、３ページＮｏ，１でございますが、「上中津江地区小中学校校舎等新増改築・改修工事事業」でございます。補正請求いたします金額が、2千4百54万5千円になっております。具体的な事業内容といたしましては、中津江、上津江両地区の小学校の統合、小中一貫教育の導入ということが、確認書により調印されております。それに伴いまして平成26年の４月の開校に向けまして、施設一体型の一貫校施設整備を行うことになっておりまして、その費用ということでございます。具体的に申し上げましと、現在の津江中学校の位置に建設いたします、小学校、中学校の建物の基本設計と実施設計を行うものでございます。
　続きまして4ページでございますが、Ｎｏ.２の「大分県元気っ子体力パワーアップ事業」でございます。金額は35万円の補正をお願いするものでございます。事業内容につきましては、小学校に中学校の保健体育の免許を有する専任の先生を配置いたしまして、教職員の体育に関します意識や指導力の向上を図る。それから体力向上推進校を小学校、中学校に１校ずつ指名をいたしまして、教員の指導力、子どもたちの体力の向上、望ましい生活習慣の確立を図っていくというものでございます。その推進校でございますが、体育専科教員活用推進校に桂林小学校、小学校体力向上推進校に若宮小学校、中学校の体力向上推進校に津江中学校を指定いたしまして、桂林小学校、津江中学校に12万5千円ずつ、若宮小学校に10万円の合わせて35万円の交付を予定しております。主にこれは先生方の旅費ですとか、講師を呼ぶ場合にはその講師料などの事務費に使用することを予定しております。
　それからＮｏ.3の「道徳教育総合支援事業」でございます。補正要求額が50万円。事業の概要といたしましては、道徳教育推進校を指定いたしまして、創意工夫を活かした道徳教育を推進するための実践研究を行うものでございます。子どもたちの豊かな人間性、社会性を育くんで道徳教育の一層の充実を図っていくことを目的としておりまして、その重点推進校に三和小学校を指定するものでございます。そして、この50万円の中で研修会を開催いたしましたり、研究計画を実践し、最終的には評価の実施と成果・課題の把握をしていくことになっております。
　以上、第56号議案の補正予算教要求についての詳細説明であります。
　はい、ありがとうございました。

　ただいまの、第56号議案、平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、ご意見、ご質問はありませんか。
　６月議会の段階で資料Ｎｏ.２とＮｏ.3について、なぜこの時期に補正かということですが、こちらの方は全て、財源の方を見ていただけるとわかりますように、県の支出金という風になっておりまして、県の３月議会の方で確定して、それからこちらに内定が入るということで、どうしても６月の補正と言う形を取らせていただいておるという訳でございます。
　はい、わかりました。これでよろしいでしょうか。

　はい、予算の関係で、全部の学校に「大分県元気っ子体力パワーアップ事業」とかできませんけど、指定されている学校が、これを学ぶことで、良い点は他の学校に広めていただきたいと思います。よろしくお願いします。

　それでは、只今の議案56号、平成23年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費については、原案のとおり議決いたします。
　議案第57号、日田市公民館の設置及び管理に関する条例の施行期日を定
める規則の制定について、生涯学習課お願いします。

　本議案集の２ページをご覧ください。
　日田市公民館の設置及び管理に関する条例の施行期日を定める規則の制定についてでございます。
　これは、日田市桂林公民館の建設移転に伴ないまして、桂林公民館の位置を定める措置を講ずる必要があるため、平成23年の３月市議会におきまして議決いたしました、「日田市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例（平成23年３月25日条例第18号）」の附則第１項第２号に規定する改正規程の施行日を公布の日から起算して５ヶ月を超えない範囲において、教育委員会規則で定める日から施行するということを規定しておりました。
　これは当初、桂林公民館の運用開始日を６月１日と予定しておりましたが、２月時点で断熱材等の納入が２ヶ月くらい遅れる可能性がありますために、市議会で運用開始に日について期間の延長をお願いしていたものですが、５月の工程会議におきまして、６月末をもって全ての建設工事、付帯工事が完成することになりましたので、新しい桂林公民館の位置についての運用開始を平成23年の７月１日とするものでございます。
　以上でございます。

　はい。ただいまの議案第57号、日田市公民館の設置及び管理に関する条例の施行期日を定める規則の制定について、ご意見ございませんか。
（ありませんと言う声あり）

　はい。なければ、議案第57号について原案のとおり議決いたします。
　次、二つの議案に関しましては、一緒に行こうと思います。
　議案第58号財産の取得について（永山布政所跡）、議案第59号財産の取得について（小迫辻原遺跡）、文化財保護課お願いいたします。

　
　それでは、議案第58号、議案第59号続けて説明させていただきます。まず３ページ、議案第58号財産の取得についてでございます。取得の内容につきましては、永山布政所跡の公園整備のために用地の買い上げを行うものでございます。土地の所在につきましては、日田市丸山1丁目9番46、地目が宅地でございます。面積が565.73㎡。取得価格が、3千36万3千円。取得の相手方が日田市土地開発公社でございます。理由につきましては、永山布政所跡の公園整備用地として取得するものでございます。次の４ページには位置図を書かせていただいております。一番上のところが月隈公園のところでございます。又、５ページに字図を付けさせていただいております。それから写真添付させていただいております。
　続きまして、６ページの議案第59号財産の取得についてでございます。昨年に引き続き公有化を進めております、小迫辻原遺跡の土地の購入でございまして、取得の内容につきましては、土地の所在が日田市大字小迫字辻原1222番地の１、地目が畑、面積が2,897㎡、契約金額が10,429,200円。契約の相手方については掲載のとおりでございます。それから２筆目が同じく辻原の1225番地、地目が畑、面積が3,100㎡、契約金額が11,160,000円でございます。契約の相手方については掲載のとおりでございます。それから、もう一筆が同じく辻原の1215番地の２、地目が畑、面積が248㎡、契約金額が892,800円、契約の相手方については掲載のとおりでございます。理由といたしましては、史跡小迫辻原遺跡の保存整備用地として取得するものでございます。次のページには、８ページの方に字図を付けさせていただいております。青色で着色しておりますところが昨年度購入いたしました8,351㎡の部分でございます。緑で着色しております部分が23年度で購入を予定いたしておるところでございまして、この中の地番を青で囲んでおります３筆につきまして、今回契約をいたしたいと考えているところでございます。
　以上です。
　はい、ありがとうございました。
　ただいま、議案第58号と59号についてご説明いただきましたが、始めに議案第58号財産の取得について（永山布政所跡）についてご意見はありませんか。
　１平方メートル当りの単価53,670円ということのようですが、価格的なものはいかがですか。
　安いと思いますよ。

　これは他に基準となるような所と比べるといかがですか。

　この価格につきましては、当然これは土地の鑑定評価がありますので、あくまでも鑑定評価額でございます。当然鑑定評価というのは、近傍の土地の価格を参考にしながら、鑑定士が付けて参りますので、そういう中で算出された単価だと認識しております。

　　
　高い方ではなくて、安い方なのですか。

　よくこんな土地が、こんな値段であるなと思いました。やっぱり、土地は下がってきているのですね。

　よろしいでしょうか。
（はいと言う声あり）
　それでは、議案第58号財産の取得については、原案のとおり議決いたします。

　次に、議案第59号財産の取得について（小迫辻原遺跡）は、ご意見ありませんか。こちらは、㎡単価が3,600円と昨年の購入価格と同じですね。よろしいでしょうか。ご意見ございませんか。
（はいと言う声あり）

　では、議案第59号財産の取得について（小迫辻原遺跡）は、原案のとおり議決いたします。
　議案第60号、日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、文化財保護課お願いします。

　それでは議案集９ページ、議案第60号、日田市町並み保存審議会委員の委嘱についてでございます。
　今回の委嘱につきましては、前任者の退任のために、後任の方にお願いするものでございます。
　一人目が２号委員、行政関係の職員でございまして、新しく日田市商工観光部長となりました、黒木一彦氏にお願いするものでございます。任期につきましては、本年４月１日から、来年の５月31日までということになります。
　次に３号委員、関係地域を代表する者につきましては、豆田地区振興協議会会長前任者唐原会長が退任されましたので、後任の中城町の自治会長でございます古賀修三様にお願いをするものでございます。任期につきましては、平成23年４月28日から来年の５月31日までということになります。
　以上でございます。
　それから、次のページに町並み保存審議会委員の名簿を付けさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。
　ただいまの議案第60号、日田市町並み保存審議会委員の委嘱については、前任の方が退任されましたので、後任に黒木一彦さんと古賀修三さんが入られたということで、よろしいですか。
　ご質問などございませんか。
　よろしいでしょうか。
（はいと言う声あり）

　議案第60号、日田市町並み保存審議会委員の委嘱について、原案のとおり議決いたします。
　議案第61号、日田市文化財指定・選定等基準について、文化財保護課お願いします。
　議案集の11ページをお願いします。
　議案第61号、日田市文化財指定・選定等基準についてでございます。次のとおり、日田市文化財指定・選定等基準の内規として、定めるものでございます。内容につきましては、この日田市文化財指定・選定等基準は、日田市教育委員会が文化財保護条例第4条、第20条、第26条、第33条、第34条、第40条に規定する日田市指定、選択及び選定に関する基準を、日田市文化財保護審議会の意見を基に内規として定めるものでございます。
　今月の13日に文化財保護審議会を開催いたしまして、この案件につきましてお諮りを申し上げて、「適正である」とのご意見等をいただいたところでございます。
　それでは12ページの方からこの選定基準につきまして、掲載しておりますので、大きな項目だけ簡単に説明をさせていただきます。一番目といたしましては、日田市指定有形文化財の指定基準ということで、13ページにわたりまして、項目として絵画、彫刻の部をはじめといたしまして、７点で基準を設けるものでございます。
　13ページ一番下になりますが、市の指定無形文化財の指定基準及び認定基準ということで、14ページから載っております指定規準につきまして、大きく２項目。
　それから大きな３番目といたしまして、市指定民俗文化財の指定基準につきまして、大きな項目で14ページ一番下の有形民俗文化財の部をはじめといたしまして、15ページ無形民俗文化財の部２項目ということでございます。
　それから15ページ一番下の４番目といたしまして、市指定無形民俗文化財以外の部分で記録等の保存等が必要であろうというような部分につきまして、ここで定めています。一番上が風俗習慣、民俗芸能、民俗技術の３項目であげております。
　それから16ページの５番目でございますが、記念物の指定基準ということで大きな項目といたしまして、史跡関連をはじめといたしまして３項目、天然記念物の部ということで基準を設けております。
　それから最後になりますが、17ページ大きく６番でございますが、市選定保存技術の選定及び認定基準ということで、項目的に有形文化財の部、保存技術の認定、それから無形文化財部の中での保存技術の選定、ないしは認定ということで、項目を定めております。
以上でございます。
　
　ありがとうございました。
　ただいまの議案第61号、日田市文化財指定・選定等基準について、ご意見ご質問はありませんか。
　やはり、文化財指定・選定などの基準があるといいと思います。市内の学習会のグループで、日田歴史100選を拾い出して学習をしようというグループがありましたので、やはりそんな会にはこんな基準を差し上げておくと、参考になると思いますので、よろしくお願いします。
　他にございませんか。なければ、議案第61号、日田市文化財指定・選定等基準について、原案のとおり議決いたします。
　議案第62号、日田市指定文化財の指定について、文化財保護課お願いします。
　続きまして、議案集19ページをお願いいたします。
　議案第62号、日田市指定文化財の指定についてでございます。指定する物件につきましては、名称が伝姫塚古墳出土鉄剣１振ということでございます。選定理由につきましては、13日に開催いたしました、文化財保護審査会におきまして、市の有形文化財について指定することについての答申を受けておりまして、条例第４条の規定に基づきまして、文化財保護のための指定をするものでございます。所有者は日田市。寸法につきましては、長さが約39センチ、幅が2.6センチ、厚さが0.5センチというようなものでございます。次の20ページに写真を載せさせていただいております。
　それから21ページには、文化財保護審議会認定がございまして、別府大学教授の下村智先生の所見を付けさせていただいております。
　この鉄剣につきましては、俗に「蛇行剣」といわれております。その写真をみていただけると判ると思いますが、曲がりくねった剣でございまして、当然武器等で使われたものではなくて、祭祀用のものと考えられております。全国でも76件の報告がされておりますけれども、その多くにつきましては、畿内周辺と九州南部で多く見られるということでございますけれども、大分県での出土はこの一件のみということで、希少的価値もあるという風に評価を受けております。日田の古墳時代を語る上で学術的にも重要な資料と考えられるということでございます。
　以上でございます。
　ありがとうございました。
　ただいまの、議案第62号、日田市指定文化財の指定について、ご意見はありませんか。県下では１件だけということで、めずらしいですね。
　これ、どこに置いてあるのですか。
　私ども、埋蔵文化センターの方で保管をしております。
　
　ぜひ、見せていただきたいですね。他にございませんか。
（はいと言う声あり）

　それでは、議案第62号、日田市指定文化財の指定について、原案のとおり議決いたします。
　次に報告事項に移ります。
　寄附採納報告（平成23年４月期採納分）お願いします。
　それでは、議案集の22ページをお願いいたします。
　報告第５号、平成23年４月期の寄附採納の報告でございます。ご覧のとおり、２件でございます。一つは咸宜小学校に「朝日新聞ニュース」を1年分、５千円相当を下飛田小児科の院長先生からいただいております。
　そしてもう一件が、「農業とわたしたちのくらし」という冊子、それから「こども農林水産白書」という冊子を農協さんの方からいただいています。
　それから、大変申し訳ございません、趣旨のところで市内の各小中学校へとなっていますが、これは小学校の５年生向けということで、５年生に配布しております。大変失礼いたしました。申し訳ございません。これはページが40ページ程度ある冊子でございます。これが49万円相当ということで、併せて49万5千円相当をいただいたと言うことでございます。
　以上です。
　はい。ただいまの「農業とわたしたちのくらし」というのは、やっぱり授業に使うのですか。
　小学校５年生向けということで、小学校の５年生は主に産業の勉強をいたします。農業、水産業、工業、その中でのいわゆる副読本的な扱いができるのではないかと考えております。
　よくわかる内容になっているみたいですので、有効に活用していただきたいと思います。
　現在の「日田市人権教育基本方針」の見直しについて、教育室お願いします。
　別冊の２と書かれている資料をご覧ください。
　現在の学校教育、社会教育の分野での人権教育につきましては、日田市ではこの3ページ、4ページ、５ページにある「日田市人権教育基本方針」を基に推進をしております。この基本方針につきましては、平成14年に策定されております。
　２ページをご覧ください。実は平成14年に基本方針ができたその大本になる法律は、真ん中くらいに人権教育という欄があるのですが、平成12年に「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」に基づいて作られたとは思うのですが、その後、例えば人権教育の欄でいきましたら、平成16年、18年、20年に人権教育の指導方法等の在り方について　第一次から第三次というものが文科省から出されておりますし、「人権教育のための国連10年」が平成16年に終了した後は、世界的なもので言えば人権教育のための世界プログラム第1段階、第2段階、特に第1段階については初等、中等教育における人権教育を推進していきましょうということでのものが出されております。
　そういう関係から平成14年に策定された「日田市人権教育基本方針」の骨子になる平成12年の法律は変わらないのですが、それ以降に出されたいろいろな人権に関する施策等の関連もあり、また10年経たということから基本方針を見直すべきではないかと考え、今年１年掛けて基本方針を見直して行きたいと考えておりますので、ご承認ください。
　それから、今年度は日田市の方が平成19年度に「日田市第5次基本計画」ということで策定した中で、後期基本計画今後５ヵ年を策定して行く年にあわせて、教育委員会でも日田市教育行政実施方針を作成する年でもあります。この「日田市人権教育基本方針」を見直すということを踏まえながら、後期5ヵ年の計画を人権教育でも作って行きたいということで見直していきたいという計画でございます。
　具体的なこの基本方針の見直しにつきましては2番に書かれておりますけれども、実は学校教育、社会教育の人権教育を推進する上で人権教育推進連絡協議会というものがございます。この協議会は学校関係者の代表として校長会、教頭会、又、人権教育主任の代表の方だとか、社会教育を代表として連合育友会の事務局の方、公民館長さんの代表の方、公民館主事の代表の方、そして行政からは学校教育課、生涯学習課、人権・同和教育室の行政職員のメンバーでの会議がいつももたれておりますので、この協議会の中でこの基本方針の見直しをしていき、検討委員会を立上げながら、原案を提案したり、また修正したり行く課程を踏まえ、予定としましては今年度12月に定例教育委員会で見直した「日田市人権教育基本方針」を提案して行きたいと考えております。
　途中、都合が許せば教育委員さんのご意見をいただける機会を設けたいと考えております。実際この推進連絡協議会は明日ございますので、この見直しの方法で良いということでいただきましたら、また協議会の中で提案させていただきたいと考えております。
　この基本方針を改訂した後は、学校教育、社会教育が連携してそれぞれの特徴を活かした人権教育の推進を図って行きたいと思っておりますし、年度当初４月に本庁７階で校長先生方と代表の会がある時に、教育委員さんの方にも「日田市学校人権教育指導手引き」をお配りしたと思いますが、学校関係者だけにしか配布していないので、やはり人権教育は学校教育も社会教育もどちらも関わるということで、社会教育の方にも配れるような内容にもして行きたいと考えております。
　そういう方向で本年度はまず基本方針を見直して行きたいということでの、ご報告させていただきたいと思っております。
　以上でございます。
　ありがとうございます。
　ただいまの「日田市人権教育基本方針」の見直しについて、これはもう見直されているのですか。
　これは、現在の分です。これを見直していこうということです。

　はい、わかりました。よろしくお願いいたします。

　次にその他に移ります。

　平成23年度大分県市町村教育委員会連合会総会の日田市開催について、総務お願いします。

　はいそれでは、私の方から説明をさせていただきます。
　平成23年度大分県市町村教育委員会連合会総会といいますのが、来週でございますけれども、６月２日の木曜日午後から開催をされます。
　場所はパトリア日田のギャラリー等を使って開催ということでございます。その内容につきましては、総会ということで記載をしてございますけれども、市長を含めた挨拶等をいただいた後に議事が３号ほどございます。
　その後に、平成23年度の全国市町村教育委員会連合会表彰伝達というものがございますが、この中に過去委員をしていただきました亀山亜左子さんの表彰の伝達式がこの場で行なわれる予定でございます。
　その後に休憩がございますけれども、アトラクションといたしまして日田祇園囃子保存会の皆さんにお越しをいただきまして、祇園囃子を演奏していただく予定になっております。
　その後、また休憩がございまして、講演があります。これがだいたい14時30分位からでございますけれども、文部科学省の初等中等教育局から中岡司初等中等教育企画課長をお呼びいたしまして、予定でございますけれども「教育委員会の活性化について」ということで、ご講演をいただくということになっております。
　閉会は16時ということになっておりますが、なお髙倉委員長につきましては副会長、合原教育長には理事ということで、理事会での承認になろうかと思いますが、それが11時からでございます。お二人にはその時間にお越しを願って、理事会への出席をと思っております。
　他の委員さんにつきましては、13時からの総会の方にご出席をいただければと思っているところでございます。
　総会に付きましてのご説明は以上でございます。
　
　はい、ありがとうございました。
　６月２日に大分県市町村教育委員会連合会の総会が行われます。私は11時から、場所はどちらですか。
　「スタジオ１」というちょっと大き目の会議室がございますが、そちらになります。

　他の委員さんは1時ですね。開会が1時ですから、ちょっと早めですよね。

　受付は12時30分からになっております。

　これは日田市では初めてです。県内回っているんですよね。
　はいそうです。それに、県内の18市町村の教育委員さんがお出でいただくものでございます。
　小矢さんもお出でになるのですか。
　これはお見えになると思います。一番大きな大会ですので。

　以前は1箇所であっていましたけど、最近回ってするようになりましたか。
　はい、そうだと思います。
　はい、みなさんよろしくお願いします。
　これについて、何かご質問はございませんか。
　それでは６月の定例教育委員会会議の日程について、お願いします。
　６月の定例教育委員会につきましては、６月２９日水曜日、午後３時から予定いたしております。
　６月２９日水曜日、午後３時から、よろしいでしょうか。
　（はいと言う声あり）
　はい、よろしくお願いします。

　他にございませんか。
　去年1月の定例会で小野川の埋没林の関係につきまして、皆様方に取り組みについて説明をさせていただいたところでございますが、今月５月の20日に国の文化審議会で、国の天然記念物指定の答申をいただきましたので、記者会見を20日に教育長さんに開いていただいたところです。
　その次の日の新聞に出されたところでありますが、一応報告をさせていただきます。
　はい、ありがとうございます。
　2008年のこの発掘調査で発見されたという、これ新聞に載ってましたけれど、掘り起こした時は結構大きいものが入っていますね。ちょっと暗くて見えないけれども。
　他にはございませんか。

　この木は今どこに置いてあるのですか。

　実際に堀あげた物のついては、２回ほど大きな調査をやっておりますけれども、一本二本と数えられるものについては、44本位実際に掘りあげておりますので、それについては現在、所有者は大分県でございますけれども、市の萩尾の方に倉庫がございます。そちらの方に保管をいたしております。その他の物については、埋め戻しておりますが、実際に掘りあげられておりました埋没樹木については、数件保管をしております。

　やはり掘りあげると、風化するということですか。
　県の方で風化を防ぐ一次処理だけは、やってもらっていますが、当然空気に触れますと、風化していきます。
　他にございませんか。
　委員長のご挨拶にありましたが、子どもたちの楽団にお触れになっていました。教育委員になってそういうことに興味といいますか、いつ頃から練習始めるのかなと思っておりました。石井小学校が近いですから。そうしたら、入学式が終わったらすぐ始めるんですね。朝も夕方も。あれ、毎年教える先生や曲が変わるんですか。
　演奏者が毎年変わりますので、曲は覚えていても手が動きませんので、やはり毎年練習します。

　
　曲なんか先生が決めるんですか。

　ほとんど変わっていないと思います。

　皆、同じなんですか。
　いろんな曲があります。

　教える先生は一人ですか。

　いや、もうだいたい練習に入れば、高学年の先生とか、家庭訪問に出ない先生が、家庭訪問があっている間に、ある程度教えるとか、いろんな工夫をしないと、一人の先生ではとても大変です。
　大変感心しました。入学して直ぐに練習していますからね。
　聞くと、大きい学校だと出られる児童が制限されたり、太鼓がしたいのに笛に回されたり、そういうことはあると聞きますけどね。表面だっては、出てこないと思いますけど。
　そして、列が長いのは、父兄がずっと付いて行くからですかね、やっぱり自分の子どもがかわいいから。
　離れてくれればいいのですが。ビデオを持って一緒に歩かれますので。
　危ないですよね。でも、本当によい伝統ですよね。
　でも今年は父兄の皆さんが、ついて回って無かったですよね。
　今年は事前に厳しく言いましたので。
　でも、本当によい伝統ですよね。あまり、ああ言ったものに出る機会はないですからね。
　大人になっても覚えていますよ。「僕はあの楽器だった。」「本当はあっちがしたかったけど。」とか。
　本当に子どもの時の良い思い出と言いますね。

　自分の子どもが出たときには興味がありましたけれど、それ以外はあまり見たことが無かったので。

　校長先生も一緒に歩かれるのも良いですね。

　演奏しながら歩くというのは大変難しいと思いますけれど、皆さん上手ですね。感心しました。
　それでやはり練習がいるんですね。
　市民の皆さんも本当に関心をもって、感激して見ておられました。毎年よろしくお願いします。
　一点付け加えなのですが、統合した大明小学校は、従来の静修小学校は参加して、夜明小学校は人数の関係で参加していなかったのですが、今年は合同のチームとして参加したという事でして、当初新しい校歌で鼓笛用に楽譜をアレンジしたものは間に合わないと思っていたんですが、きっちりと間に合わせてきて、新しい校歌も演奏したし、あるいは杷木山ですか、校区巡りで火曜日に行った時に校区の方が大変喜んでくださったということで、そういった報告もあっております。
　さっきの父兄が横をついて歩かないというのは、事前に指導をされたのですか。
　例年、見苦しいということで、鼓笛の担当者会の時にかなり強く、各団体には依頼をしたところでした。各学校に応じてそういった指導をしてくださったのだろうと思います。
　咸宜小に限って言えば、お知らせとかは来なかったんですね。ただ校区内のパレードの時に途中で教頭先生が何度か危ないのでと、おしゃったんですね。だから校区内パレードに来ていた人は、「これはあまりしちゃいけない。」と思って、当日も遠慮されたと思うんですね。だけど、もうちょっと周知した方が良いのではと思います。本当にあれは危険だと思いますので。見ている方はもちろんですが、子どもにも間近で撮影される方も多いので。もっと強く指導する方向で良いなと思いました。
　本当にありがとうございました。結構でございました。

　それでは他にございませんね。

（はいと言う声あり）

　それでは以上を持ちまして、委員会を終わります。お疲れ様でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了時刻：午後３時５１分
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